
「グローバリゼーションの時代において、 日本有数の産業集積地

　　　　　　である三重県北勢地域にとって有益な産学官連携とは」

ユマニテクプラザ５者協定締結５周年記念セミナー

２０２4年３月２８日 （木）

【２つの論点】

①産学官連携による研究開発の狙いはどこにあるのか

②産学官連携で狙い手の確保に向けた仕組みをどう構築していけるのか

１４ ： ００～１７ ： ００

会場：ユマニテクプラザ３F研修室３００

主催 ：三重大学　東京大学　三重県　三重県産業支援センター　みえ大橋学園

Humanitec Plaza 〒510-0074　三重県四日市市鵜の森 1-4-28
TEL　059-359-4877　https://www.humanitec-plaza.jp

報告１

報告 2

パネルディスカッション

「『地域共創大学』に挑戦している三重大学が
　　　　北勢地域で実践した産学官連携とは」

14:10 ～ 14:40

三重大学　副学長兼北勢サテライト長 今西　誠之

土田　千愛

　地球温暖化、デジタル化、少子高齢化など社会的な問題がこれまでになく顕在化している中、大学の果た
すべき役割を再定義し新しい機能を展開しようとする姿勢が顕著になっています。三重大学は地域共創大学
として、「地域連携」を取り組むべき重要ビジョンの一つとして掲げサテライト組織を設置・運営しています。
今回それらの活動を振り返り、地域の中で大学はどうあるべきなのか、特に産業集積地である北勢地域での
今後の産学官連携について皆様と共に考えたいと思います。

「外国籍者との共生と人口減少対策へ向けた産学官連携の在り方」
14:40 ～ 15:10

東京大学　地域未来社会連携研究機構
　　　　　三重サテライト　特任助教　

【パネリスト】
三重大学副学長兼北勢サテライト長　今西　誠之
東京大学　地域未来社会連携研究機構三重サテライト　特任助教　土田　千愛
三重県　雇用経済部長　小見山　幸弘
（公財）三重県産業支援センター　北勢支所長　冨田　康成
【進行】（学法）みえ大橋学園　ユマニテクプラザ館長　藤井　信雄

　現在、人口減少・少子高齢化が問題視される中、外国籍者といかに共生していくかが各地域において、ますます
重要な課題となっています。本講演では、自治体、学校、地域の協力を得ながら、四日市市を中心に進めている研
究活動を紹介しつつ、今後の人口減少対策へ向け、産学官が連携して取り組むべき研究課題を提示します。

15:25 ～ 17:00


